
   教育学部規則 

 

（平成１６年島大教育学部規則第１号） 

         〔平成１６年 ４月 １日制  定〕 
〔令和 ３年 ２月２４日最終改正〕 

 

（趣旨） 

第１条 島根大学教育学部（以下「本学部」という。）の目的，組織，教育課程，履修方法，課程

修了の認定等については，学則（平成１６年島大学則第２号）に定めるもののほか，この規則

の定めるところによる。 

（教育上の目的） 

第１条の２ 本学部は，幅広い教養と専門的知識及び教職への強い意欲と情熱を基礎とした，優

れた教育実践力を有する教師の育成を目的とする。 

（課程） 

第２条 本学部に次の課程を置く。 

学校教育課程 

第３条 削除 

（附属教育研究施設） 

第４条 本学部に次の附属教育研究施設を置く。 

附属教育支援センター 

  附属教師教育研究センター 

  附属ＦＤ戦略センター 

２ 附属教育支援センター，附属教師教育研究センター及び附属ＦＤ戦略センターについては，

別に定める。 

（附属学校） 

第５条 本学部に次の附属学校を置く。 

附属幼稚園 

附属義務教育学校 

２ 前項の附属学校については，別に定める。 

（学習生活支援研究センター） 

第５条の２ 附属学校に学習生活支援研究センターを置く。 

２ 学習生活支援研究センターについては、別に定める。 

（附属学校部） 

第６条 本学部に附属学校を統括するため，附属学校部を置く。 

２ 附属学校部については，別に定める。 

（専攻） 

第７条 本学部に次の専攻を置く。 

小学校教育専攻，特別支援教育専攻，国語科教育専攻，英語科教育専攻，社会科教育専攻，

数学科教育専攻，理科教育専攻，保健体育科教育専攻，音楽科教育専攻，美術科教育専攻 

２ 前項に掲げるもののほか，本学部に家庭科教育副専攻及び技術科教育副専攻を置く。 

３ 学生は，別に定めるところにより，第１項の専攻のうちから主専攻を，第１項及び前項の専



攻のうちから副専攻を選択するものとする。ただし，副専攻については，第１項の特別支援教

育専攻を選択することができない。 

４ 主専攻及び副専攻は，本学部教授会（以下「教授会」という。）の議を経て決定する。 

（転専攻） 

第８条 学生で，転専攻を希望する者があるときは，学部長は，教授会の議を経てこれを許可す

ることができる。 

２ 転専攻の時期は，学期の始めとし，原則として２年次までとする。 

（編入学者，再入学者及び転入学者の修業年限） 

第９条 編入学，再入学又は転入学を許可された者の修業年限は，当該志願者の合否を決定する

ときに，教授会の議を経て決定する。 

（編入学者等及び転学部者等の在学年限） 

第１０条 学則第１０条，１２条及び第１３条の規定により編入学等を許可された者及び学則第

１６条及び第１７条の規定により転学部等を許可された者の在学年限の通算については，別に

定める。 

（単位制） 

第１１条 本学部における教育課程の履修は，単位制とする。 

（授業科目及び単位数） 

第１２条 学則第２３条第２項に規定する基礎科目，教養育成科目及び専門教育科目に属する授

業科目，単位数及び履修方法については，別に定める。 

（教育体験活動） 

第１３条 本学部における教育課程の中に学則第２３条第２項に規定する授業科目のほか，教育

体験活動を設ける。 

２ 教育体験活動の履修方法については，別に定める。 

（授業科目の区分に関する履修上の特例） 

第１４条 学則第２３条第２項に規定する授業科目の区分により開設する授業科目について，学

生の専攻との関連において教育上有益と認めるときは，当該授業科目の区分以外の区分に係る

授業科目として履修させることができる。 

（教育課程及び履修方法） 

第１５条 教育課程及び履修方法の細目については，別に定める。 

（履修手続） 

第１６条 授業科目及び教育体験活動の履修手続については，別に定める。 

（卒業研究） 

第１７条 卒業研究は，論文，演奏又は制作等とする。 

２ 学生は，卒業研究の題目を最終学年の５月３１日までに指導教員に提出し，当該指導教員の

指導を受けて，その研究成果を翌年１月１２日（９月卒業予定者については８月３１日）まで

に学部長に提出しなければならない。 

３ 卒業研究の題目及び研究成果の提出期限の日が土曜日に当たるときは，その翌々日，日曜日

又は休日に当たるときは，その翌日を該当する日に読み替えるものとする。 

（教育課程修了の要件及び認定） 

第１８条 本学部の教育課程を修了するためには，別表第１に掲げる所定の単位を修得し，別表



第２に掲げる所定の時間数を体験しなければならない。 

２ 課程修了の認定は，所定の期間在学し，所定の単位を修得し，及び所定の時間数を体験した

者について教授会の議を経て学部長が行う。 

（教育職員免許状の種類） 

第１９条 学生が取得できる教育職員免許状の種類は，次に掲げるとおりとする。 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状 

（免許教科 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語） 

高等学校教諭一種免許状 

（免許教科 国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，書道，保健体育，家庭，工

業，英語） 

特別支援学校教諭一種免許状 

（知的障害者に関する教育の領域，肢体不自由者に関する教育の領域，病弱者に関する教育

の領域） 

幼稚園教諭一種免許状 

（外国人留学生等に関する授業科目等の特例） 

第２０条 学則第６４条第２項の規定により次の授業科目を置く。 

日本語科目  日本語 

日本事情に関する科目  日本事情 

２ 外国人留学生が，前項の授業科目を履修し，単位を修得したときは，別表第１に規定する課

程修了の要件として修得すべき単位のうち，基礎科目の外国語についての単位は８単位を日本

語科目についての単位で，教養育成科目のうち入門科目についての単位は８単位までを日本事

情に関する科目の単位で代えることができる。  

３ 前２項の規定は，外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教育（中学校又

は高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受けたものの教育に教授会が必要であると

認めた場合に準用する。 

４ 第１項の授業科目の履修方法等については，別に定める。 

 （教育学部・教職大学院一貫プログラム） 

第２０条の２ 本学部に，本学部と大学院教育学研究科教育実践開発専攻（以下「教職大学院」

という。）が連携して教育を行う教育学部・教職大学院一貫プログラム（以下「一貫プログ

ラム」という。）を置く。 

２ 一貫プログラムに関する事項については，別に定める。 

（組織的研修等） 

第２１条 授業及び研究指導の内容並びに方法の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実施

するものとする。 

 

   附 則（平成１６年４月１日制定） 

１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）附則第１７条の規定に基づき，平成１５年９月 

３０日において島根大学教育学部に在学する者は，同学部を卒業するため必要であった教育課程の



履修を，本学部において行うものとし，本学部は，そのため必要な教育を行うものとする。この場

合における教育課程その他の教育に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則（平成１９年３月１４日一部改正） 

１ この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の島根大学教育学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。 

附 則（平成１９年６月１９日一部改正） 

この規則は，平成１９年６月１９日から施行する。 

附 則（平成２０年２月２０日一部改正） 

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年３月２５日一部改正） 

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月１２日一部改正） 

１ この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の島根大学教育学部規則（以下「改正後の規則」という。）第１８条

及び別表第２の規定は，平成１９年度入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再

入学する者から適用する。 

３ 改正後の規則別表第１の規定は，平成２１年４月１日から適用する。 

４ 平成１９年度入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者の教育体験

活動時間数については，改正後の規則別表第２の規定にかかわらず，次の表のとおりとする。 

区    分 
時 間 数 

必 修 選 択 

教
育
体
験
活
動 

基礎体験領域  ６０ 

４５０ 学校教育体験領域 ３４０ 

臨床・カウンセリング体験領域 １５０ 

総    計 １０００ 

附 則（平成２２年４月２８日一部改正） 

この規則は，平成２２年４月２８日から施行し，この規則による改正後の島根大学教育学部規

則の一部を改正する規則(平成２２年島大教育学部規則第８号)附則第４項の規定は，平成２２年

４月１日から適用する。 

附 則（平成２３年３月 １日一部改正） 

１ この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の島根大学教育学部規則別表第１の規定は，平成１６年度入学生及び

当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者から適用する。 

附 則（平成２４年１月２５日一部改正） 

１ この規則は，平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の島根大学教育学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に



よる。 

附 則（平成２５年２月２６日一部改正） 

１ この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の島根大学教育学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。 

附 則（平成２７年３月３１日一部改正） 

 この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２３日一部改正） 

１ この規則は，平成２９年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者

については，この規則による改正後の島根大学教育学部規則第７条並びに別表第１及び別

表第２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則（平成３１年３月１１日一部改正） 

 この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月６日一部改正） 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年度及び令和元年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又

は再入学する者については，この規則による改正後の島根大学教育学部規則第７条の規定

にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（令和２年１２月２３日一部改正） 

 この規則は，令和２年１２月２３日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２３日一部改正） 

 この規則は，令和３年１月１日から施行する。 

附 則（令和３年２月２４日一部改正） 

１ この規則は，令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和２年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の教育学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例によ

る。 

 



別表第１（第１８条関係） 

科目区分 科  目 分  野 
最低修得単位数 

必修 選択 自由 

基礎科目 

外国語 

英語 ４ 

*1 

 

４ 

*2 

 

８ 

ドイツ語 

４ 
フランス語 

中国語 

韓国・朝鮮語 

健康・スポーツ/文化・芸術 
健康・スポーツ ２  

文化・芸術 

情報科学 ２ 

数理・データサイエンス ２ 

教養育成科目 

入門科目 

人文社会科学分野 

１０ 

自然科学分野 

学際分野 

発展科目 

人文社会科学分野 

自然科学分野 

学際分野 

社会人力養成科目 ２ 

小    計 ３０ 

専門教育科目 

専門共通科目 ３２ 

８ 
主専攻専門科目 ４４ 

副専攻専門科目  １２ 

免許プログラム，特別プログラム   

小    計 ９６ 

合    計 １３４ 

備考 
  １．*1 の単位には，放送大学で開講される基礎科目及び共通科目の単位並びに島根県立

大学で開講される授業科目の単位を含めることができる。 
  ２．*2 の単位には，放送大学で開講される基礎科目，共通科目，専門科目及び総合科目

の単位，島根県立大学で開講される授業科目の単位並びに他学部による全学開放科目
の単位を含めることができる。 

 

別表第２（第１８条関係） 

区  分 
時 間 数 

必 修 選 択 

教
育
体
験
活
動 

基礎体験領域 １００ 

５４０ 

学校教育体験領域 ３６０ 

総  計 １０００ 

 


